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一
記
 
磁
ィ
4

ん
ーそ
と
 

一
 
日
 
鴫」
」
」加
駿
吐「
っ麗
鱗

一

一
長

ろ
媛
驚
）
雛
磯
鑓
競

一
 

一
ー
「
尾上
 
に
眼

を
さ
ま
さ
 
業
帽
が
ッ
バ
広
く
ス
タ
イ
ル
の
一
 

一
ー
 

影
響
が
あ
っ
て
 
前
田
野
目
を
径
に
中
泉
の
共
彫
一

一

は
と
心
配
で
眠
れ
な
い
ま
ま
朝
 
炊
事
場
を
訪
問
、
稲
実

か
ら
ー
 

ー
 に
な
っ
た
。
 

水
野
尾
の
途
中
は田
植
え
も
最
一

一
 
空
は
暗
く
、
膚
さ
す
風
の
寒
 
中
で
声
を
か
け
ノ
、
小
曲
ま
で
ー
 

ー
 い
日
で
あ
る
o
 

足
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き
た
o
 一

一
 
今
日
は
、
田
植
え
と
共
同
炊
 

半
日
の
 
日程
で
は

あ
っ
た
」
 

一
事
場
の
現
地
激
励
の
た
め
作
業
 
が
、
今
日
は
風
寒
く
市
内
農
家

一
服
に
長
靴
の
ス
タ
イ
ル
で
登
庁
 
の
皆
さ
ん方
に
は
大
変
ご
苦
労
一
 

一
 
した
。
 

な
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
〉
 

一
 
八
時
四
十
五
分
農
林
課
員
三
 
う
o
 

一

一
人
と
共
に
桃崎
、
飯
詰
、
石
田
 
幸

い
訪
問
先
々
の
皆
さ
ん
に
〉
 

一
坂
、
前
田
野
目
、
中
泉
、
七
ッ
 
は
健康
で
元
気
で
あ
り
私
の
訪
一
 

（
 館
地
区
訪
問
の
予
定
で出
発
し
 
問
を
喜
ん
で
迎
え
て
く
れ
る
と
ー
 

ー
 た
《
桃
崎
は
昨
年
ほ
場
整
備
を
 
同
時
に
、
む
し
ろ
私
に
対
し
て
一

一
竣
工
し
た
地
区
で
，
 ほ場
は
パ
 
激
励
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
ー
 

ー
 イ
プ
ラ
イ
ン
方
式
と
い
う
か
ん
 
感謝
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
 一

一
 が
い
方
法
を
市
に
初
め
て
施
行
 
苗

の
成
育
が
幾
分
徒
長
ぎ
み
 

ー
 
した
所
で
、
面
積
四
十
・
八
へ
 
であ
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
 

ー
 ク
タ
ー
ル
、
 農
道
、
 排
水
路
 
農

家
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
」
 

一

は
幅
広
く
と
ら
れ
、
労
力
費
の
 
り
冷涼
な
異
常
気
象
を
克
服
一

一
軽
減
と
耕
作
面
積
の
増
加
等
の
 
し
て
稔
り
多
い
秋
を
迎
え
ら
れ
 

（
 利
点
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
た
．
 
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。
 

一
 
飯
詰
で
は
た
き
火
を
燃
し
な
 
午

後
は
葬
式
参
列
 
友
人
の
一
 

《
 が
ら
田
植
え
し
て
い
る
と
こ
ろ
 
通
夜
に
参
り
帰
宅
し
た
の
は
九

一
 
もあ
り
、
ご
苦
労
の
ほ
ど
感
謝
 
時
頃
であ
っ
た
o
 

j
・z
 

lI 長 

一
 

」
わー
 
ー

雨
と
降
ひ
ょ
う
 
構
内
を
一
巡
した
。
生
徒
の
作

「
 

れ
、
田
植
え
に
 
よ
さ
に
み
せ
ら
れ
た
。
石
田
坂
《
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工
 

盛
大

に
ク
プ
入
れ

式

二
『
 

岩
木
川
の
河
川
敷
を
活
用
し
た
広
大
な
「
河
川
公
園
」
事
業

の
起
工
式
が
、
さ
る
五
月
三
十
一
日
、
現
地
の
岩
木
川
原
で
お

、
 

こ
な
わ
れ
ま
し
た

o
 

叫

起
工
式
に
は
、
事
業
の
推
進
母
体
で
あ
る

「
岩
木
川
河
川
公

園
連
絡
協
議
会
」
の
役
員
や
来
賓
、
工
事
関
係
者
、
 一
般
市
民

多
数
が
参
列
し
、
工
事
の
無
事
を
願
う
神
事
の
あ
と
佐
々
木
市

長
廿
写
真
廿
ら
関
係
者
が
ク
ワ
入
れ
し
ま
し
た
。
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青
森
国
体
ヘ
ス
タ

ー
ト
 

市
 
の
 
準
備

委
員
会
発

足
 

~ー境界町ノ名をわかり易くコ 
住居表示班が調査開始 ー一ー~ 

《
 
投
票

日
は
七
月
七

日
で
す
 

〈
 

投
票
日
 

票
所

（森
の
家
）
を
新
設
し
た
 

（
 

七
月
七
日
（
日
）
◇
午
前
七
 
ほ

か
は
 
これ
ま
で
ど

お
り
で
 

~
 

)
 

(
 

」
 一

‘勲
嘉
齢
翫
r四受

 

？
 
一r
 
二
《
、
こ
F
F
 

一
い一o
 

す
o
 

時
ー
 
後
七
時
ま
で
o
 

す
‘
 

投
票
所
 

柳
町
が
、
こ
れ
ま
で
の
第
三

投
票
所
（
南
小
）
 か
ら
第
一
投
 

票
所
（
市
民
文
化
会
館
）
 
へ
。
 

参
議
院

議
員
通
常
選
挙
 

醒
挙
権
 

、
 

六
月
十
二
日
現
在
、
市
内
に

三
カ
月
居
住
し
て
い
る
こ
と
。
 

（
四九
年
三
月
一
二
日
以
前

に
住
民
票
を
作
成
し
、
ま
た
は
、
 

身
体
障
害

者
の

巡
回
診

療
 

▽
内
科
 
六
月
二
十
八
日
、
 

五
所
川
原
保
健
所
 

▽
耳
鼻
科
 
七
月
九
日
、
福

祉
会
館
（
下
平
井
町
）
 

五
十
二
年
ク
青
森
国
体
を
成

功
さ
せ
よ
う
4
。
柔
道
と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
会
場
に
内
定
し
て
い

る
市
で
は
、
さ
る
五
月
三
十

一

日
、
五
所
川
原
市
準
備
委
員
会
 

（
佐
々
木
栄
造
会
長
）
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
市
内
の
あ
ら
ゆ

る
団
体
、
個
人
を
網
ら
し
た
四

百
人

近
く
を
準
備
委
員
に

委

嘱
、
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
、
 

四
十
九
年
度
事
業
と
予
算
、
役
 

転
入
届
出
を
し
て
い
る
方
）
 

七
月
七
日
で
、
満
二
十
歳
に

な
る
方
。
 

（昭
和
二
九
年
七
月
八
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）
 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

六
月
十
四
日
ー
六
月
十
八
日
 

立
会
演
説
会
 

七
月
二
日
 
（火
）
午
後
七
時

か
ら
。
市
民
文

化
会
館

ホ
ー
 

ル
。
 

▽
眼
科
 
七
月
十
二
日
、
同

▽
整
形
科
七
月
二
十
七
日
、
同

受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

前
九
時
ー
正
午
ま
で
。
 

な
お
、
当
日
は

ハ
ン
コ
と
、
 

内
科
は
胸
部
x

線
写
真
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

員
な
ど
を
決
め
、
受
け
入
れ
態

勢
に
入
り
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
四

月
一
日
か
ら
情

報
課
の
な
か
に

あ
た
ら
し
く
「
 

住
居
表
示
班
」
 

を
も
う
け
ま
し

た
。
 こ
の
班
の

仕
事
は
、
簡
単

に
い
い
ま
す
と

ま
ち
の
さ
か
い

や
町
名
を
わ
か

り
や
す
く
し
、
 

建
物
に
は
、
A
ロ

理
的
に
順
序
ょ

く
番
号
を
つ
け
 
 

る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
は
、
住
所
の
あ
ら
わ
し

方
を
こ
れ
ま
で
の
番
地
方
式
か

ら
街
区
符
号
と
住
居
番
号
に
よ

る
方
式
に
改
め
る
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
調
査
や
準
備
を
す
る
も

の
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
基
礎
資
料
の
作

成
で
調
査
を
実
施
し
ま
す
が
、
 

係
員
が
市
街
地
の
み
な
さ
ん
の

お
宅
に
お
じ
ゃ
ま
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

保
母
さ
ん
 

試
 
験
 

▽
と
き
 
七
月
二
十
四
日
ー
 

七
月
二
十
六
日
 
（
三日
間
）
 

▽
 
と
こ
ろ
 
青
森
「
明

の

星
」
高
校
 

な
お
、
試
験
に
つ
い
て
照
会

し
、
ま
た
は
実
施
要
綱
、
受
験

申
請
用
紙
な
ど
を
希
望
す
る
方

は
、
二
十
五
円
切
手
を
は
っ
た

あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を

そ
え
て
左
記
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
 

青
森
市
長
島
一
丁
目
、
青
森

県
民
生
労
働
部
児
童
家
庭
課
「
 

保
育
班
」
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「市民ぐるみの力を結集じて国体を成功させよう」 

と準備委員会であいさつする佐々木市長 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

タ胃，⑤ 4321 
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③
 

清
掃
に
励

む
緑
の
奉
仕
員
 

ク
お
と
し
よ
り
に
生
き
が
い

を
4
。
お
と
し
よ
り
の
積
極
的

な
社
会
参
加
を
め
ざ
し
昨
年
誕

生
し
た
4
み
ど
り
の
奉
仕
員
4
 

〇
仕
事
の
内
容
 

看
護
の
仕
事
、
家
政
の
仕
事

〇
働
く
時
間
 

昼
 
午
前
八
時
ー
午
後
五
時

夜
 
午
後
五
時
ー
午
前
八
時

昼
夜
 
う
ち
八
時
間
睡
眠

パ
ー
ト
 

ー
時
間
四
〇
〇
円

〇
手
続
き
 

登
録
書
類
 

つ
P
籍
抄
本
、
 

健
康
診
断
書
、
写
真
。
有
資
 
 

格
者
は
免
許
証
の
写
）
 

一

無
料
宿
泊
室
準
備
、
派
出
婦

）
 

共
済
あ
り
 

）
 

弘
前
市
品
川
町

一
五
二
番
地
篤
 

公
認
 
弘
前
看
護
婦
家
政
婦
 
」
 

派
出
所
 
責
任
者
静

た
か
一
 

電
話
弘
前
（
〇
一
七
二
二
）
 
)
 

②
ー
三
九
二
」
番
 
（
、
 
 

ホ
ー
ム
姿
で
奉
仕
に
で
た
お
と

し
よ
り
た
ち
は
、
下
草
を
刈
り

取
っ
た
り
紙
ク
ズ
を
掃
き
、
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

上

田

さ
ん

十
万

円

察

付
 

市
内
本
町
の
上
田
義

一
さ
ん

は
、
母
し
げ
さ
ん
が
米
寿
を
む
 

‘
・
か
える
記
念
に
と
、
こ
の
ほ
ど

財
団
法
人
市
教
育
振
興
会
に
現

金
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
上
田
さ
ん
は
市
の
教

育
振
興
会
が
発
足
し
た
四
十
七

年
か
ら
会
の
 
「基
金
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
毎
年
高
額
の

寄
付
を
続
け
て
お
り
、
関
係
者

か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
「
付
加
年
金
」
 

は
、
ク
よ
り
高
い
保
険
料
を
納

め
、
よ
り
高
額
の
年
金
を
う
け

た
い
4
、
と
い
う
加
入
者
の
強

い
要
望
に
応
え
て
設
け
ら
れ
た

制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
み
な
さ
ん
が

月
々
納
め
る
定
額
の
保
険
料
（
 

九
〇
〇
円
）
 の
ほ
か
に
、
付
加

年
金
の
保
険
料
四
百
円
を
納
め

る
と
、
そ
の
納
め
た
期
間
に
応
 

暖
か
い

ふ
と

ん
で

お
 

ク
お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
、
ゆ
っ
く

り
お
休
み
4
、
市
で
は
、
ね
た

き
り
の
お
と
し
よ
り
に
あ
っ
た
 
 

じ

一
定
の
額
が
上
積
み
さ
れ
た

年
金
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。
 

た
と
え
ぱ
、
定
額
分
の
保
険

料
を
二
十
五
年
、
付
加
年
金
分

の
保
険
料
を
二
十
五
年
納
め
ま

す
と
、
定
額
分
の
年
金
額
二
十

四
万
円
（
月
額
二
〇
、
〇
〇
〇

円
）
 
に
プラ
ス
付
加
分
の
年
金

額
六
万
円

（
月
額
五
、〇
〇
〇

円
）
を
合
算
し
た
三
十
万
円
（
 

や
す
み
 

か
い
ふ
と
ん
で
休
ん
で
も
ら
お

う
と
、
こ
の
ほ
ど
二
日
が
か
り

で
寝
具
の
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
を
し
 

ま
し
た
。
 

と
り
あ
え

ず
、
希
望
の
あ

っ
た
八
世
帯
を

モ
」プ
ル
ケ
ー
ス

に
お
ニ
な
っ
た

も
の
。
市
が
委

託
し
た
寝
具
の

乾
燥
業
者
が
、
 

ふ
と
ん
の
丸
洗

い
乾
燥
車
を
庭

先
に
 
乗り
 
入

れ
、
お
ょ
そ
一
一

時
間
で
消
毒
か

ら
乾
燥
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
 
 

月
額
二
五
、
〇
〇
〇
円
）
 の
老

齢
年
金
を
生
涯
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
 

「
付
加
年
金
」
は
、
保
険
料

の
免
除
を
う
け
た
り
、
五
年
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
い

て
だ
れ
で
も
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

な
お
、
農
業
者
年
金
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
必
ず
国
民
年

金
の
「
付
加
年
金
」
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
係
 

高
齢

者
に
長

寿

褒

彰
金
贈

る
 

市
で
は
、
六
月
十
三
、
十
四

の
両
日
、
高
齢
者

（
満
七
五歳

以
上
）
千
二
百
五
十
二
人
に
長

寿
褒
彰
金
を
贈
り
、
長
寿
を
祝

福
し
ま
し
た
。
 

こ
の
支
給
は
、
住
民
基
本
台

帳
な
ど
に
も
と
づ
い
て
支
給
通

知
書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
通
知
書
が
届
か
な
い
か
、
ま

た
調
査
も
れ
の
た
め
支
給
さ
れ

て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら

至
急
左
記

へ
ご
連
絡

く
だ
さ
 

。
 

ー
 

市
福
祉
事
務
所
福
祉
係
、
電

話
⑤
二

一
一
一
番
。
 

消
費

生
活
講

座
 

が
開
か
れ

ま
す
 

生
活
科
学
車
ク
ハ
ク
チ
ョ
ウ

号
4
に
よ
り
、
七
月
二
日
午
後

一
時
か
ら
市
民
文
化
会
館
前
で

開
か
れ
ま
す
。
商
品
テ
ス
ト
、
 

生
活
相
談
、
映
画

な
ど

あ
り

ま
す
。
 

、
 
一
 

老

後
に

備

え

て
 

付
加

年
金

に

加

入
を
 

が
こ
と
し
も
活
動
を
始
め
ま
し

た
 。

 こ
の
ほ
ど
、
市
内
柳
町
の
 
「
 

牧
水
公
園
」
 
にそ
ろ
い
の

ユ
ニ
 

・
・
（
…
、…
、
・・
．・
●ご…
…
・
・‘
…J
●
・
【二
．・
，《
？・
，・
，・・
 

看
護

・
家
政
婦
求
む
 

、
 

市内の石岡で’ 



「
す
ず
む
し
教
室
」
 

の
生
徒
を
募
集
 

主
催
 
市
中
央
公
民
館
 

対
象
 
市
内
の
小
、
中
学
生

目
的
 
す
ず
む
し
の
生
態
を

観
察
し
な
が
ら
、
深
求
心
か
養

い
ま
す
。
 

学
習
の
内
容
 
す
ず
む
し
の

生
態
観
察
と
記
録
、
羽
化
と
飼

育
、
昆
虫
の
採
集
、
昆
虫
標
本

の
つ
く
り
方
、
な
ど
 

街

頭

献

血

の
 

お
し

ら

せ
 

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
 

不
慮
の
事
故
に
備
え
、
ひ
と

り
一
冊
の
献
血
手
帳
を
持
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
 

▽
と
き
 
」ハ
月
一
一十

日
 
（
 

木
）
、
午
後
二
時
か
ら
」
蒔

半

ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
駅
前

採
血
は
、
食
後
二
時
間
を
経

過
し
ま
せ
ん
と
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い

o
 

④
 

お Lらせ 

大
相
撲
五
月
場
所
で
八
勝
七
敗
の
成
績
を
あ
げ
、
十
両
入
り

を
決
め
た
市
内
二
本
柳
出
身
の
晃
山

廿
本
名
蒔
田
力
雄

（
二
一
一
 

）
高
島
部
屋

廿
が
、
さ
る
六
月
五
日
親
方

つ
元
大
関
三
根
山
）
 

と
と
も
に
お
国
入
り
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
午
後
一
時
か
ら

市
民
文
化
会
館
に
市
内

の
有

志
、
フ
ア
ン
ら
‘
五
十
人
ほ
ど
が
集
ま
り
後
援
会

（
佐
々
木
栄

造
発
長
）

を
結
成
し
、
亭
華
な
化
粧
回
し
を
贈
っ
て
励
ま
し
ま
 

し
た
り
 
、
 

▽
と
き
 
七
月
七
日
（
日
）
 

集
合
 
午
前
七
時
半
（
市
民

文
化
会
館
前
）
 

▽
行
先
 
八
甲
田
山
 

▽
申
込
み
 
七
月
二
日
（
火
 

）
正
午
ま
で
。
参
加
費
を
そ
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▽
参
加
費
 
お
と
な
（
中
学

生
以
上
）

一
、
〇
〇
〇
円
、
こ

ど
も

（
小
学
生
）
八
〇
〇
円
。
 

▽
申
込
み
先
 

市
教
育
委
員
会

（電
話
⑤
一
一

一
一
一
番
）
 

n
贈
務
賛
 

市の施設見学会 

▽と き 7 月柏日（水）午前 9 時半～午後 3 時半

▽申込み 6 月30日までノ、ガキに住所、氏名、年

齢、職業を書いて市情報課にお申し込みください。 

電話でもけっこうです。 

▽見学コース 市庁舎前（出発）～西北五衛生処理

センター～広域新農業センター～飯詰ダム～津軽フ

ラワーセンター～学校給食センター～元町浄水場～ 

三道会館～の順です。 

▽お 昼 各自ご持参願います。 

なお、ことしの施設見学会は、10月まで毎月 1 回

を予定しており主す． 

市長に励ましをうける晃山関 

I 懸作文コンクール 品
集

作
募
 

i 応募資格 
小学校 5 、 6 年生 

中学校 1 -3年生 I 
1 課題 次のどれかを選んでくだ 
！ 	さし、 
i ①「簡易保険」またはこれと関 I 
！ 係のあるもの 

詳曹報購づめ,稿用紙― 
~ あて先 近くの郵便局へ持参 i 

~ 

してくださし、。 	l してください。 
しめ切り 6 月bo日 
賞 各種の賞があります‘。 

応募者全員に参加賞を
おおくりします。 

入選発表 
地方コンクール 8 月 
中央コンクール 10月

入選者には学校を通じて通知し
賞状、賞品をお渡しします。 

主催 郵 政 省 

広

報
の
早
期
配
布

に
ご

協
カ

く
だ

さ
い
 

満To歳以上のおとしよりの方へ 

「老人医療費」の受給者証の更新と交付を次の日程でおこな

いますのでおしらせします。 

地 	区 	名 場 所 	期 日 時 	間 

栄 	地 	区 市栄支所 	6 月18日 9 .0C'-11 	00 

梅 	沢 	ク 梅沢支所 	ク 13.rO-15 00 

七 	和 	ク 七和支所 6 月旧日 9 .'、0へ 15.00 

長 

	
橋 

	

ク 長橋支所

松島支所 

6 月20日 I, 

F, 松
 
島
 

ク
  

6 月21日 

飯 	詰 	ク 飯詰支所 6 月22日 	ク 

中 	川 	ク 中川支所 6 月24日 9 .00--11.(!C 

毘 沙 門 ク 毘沙門支所 ル 13.0O-15.00 

三 	好 	ク 三好支所 6 月25日 9. 0O-fl.O0 
栄町、田 町、蓮 沼
元町、新 町、柳 町
川端町、岩木町、寺町
鎌谷町、烏森、八重菊 

健康年金課 6 月26日 8 .30-16.00 

弥生町、布屋町、東町
大町、本 町、旭 町
ひな田、敷島町、錦町
幾島町、柏原町 

ク 6 月27日 ク 

上平井町、中平井町、 
下平井町、長橋字橋元 
幾世森、新宮、小 曲 

ク 6 月28日 ク 

なお、当日つごうにより交付を受けられない方は、 7 月 1 日
以降にしてください 
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